
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 23 年 5 月 6 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究分野：複合新領域 
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１．研究計画の概要 

 近年、東アジアにおけるエアロゾルなどに

よる越境大気汚染とその植物影響が懸念さ

れている。しかしながら、エアロゾルが植物

に及ぼす影響はまったく解明されていない

ため、東アジアにおける植物に対するエアロ

ゾルの影響に関する現状評価や将来予測を

行なえない状況である。したがって、植物に

対するエアロゾルの影響を早急に明らかに

する必要がある。そこで、平成 20〜22 年度

においては、東アジアの代表的な樹種の成長、

光合成などの生理機能、水分状態および栄養

状態などに対するブラックカーボンの影響

を実験的に解明することを目的とした。 

 

２．研究の進捗状況 

 平成 20 年度から 21 年度前半にかけて、 

樹木を長期間にわたって育成し、ブラック 

カーボンなどのエアロゾルを暴露できる 

エアロゾル暴露チャンバーを世界で初めて

作製した。 

 作製したエアロゾル暴露チャンバーを 

用いて、平成 21〜22 年度の 2 成長期にわた

って、ブナ(Fagus crenata, 3 年生)、スダジ

イ(Castanopsis sieboldii, 2 年生)、スギ

(Cryptomeria japonica, 1 年生)およびカラ

マツ(Larix kaempferi, 1 年生)の苗木に対す

るブラックカーボンの影響に関する実験的

研究を行った。葉の表面におけるブラックカ

ーボンの沈着状態を電界放出形走査電子顕

微鏡で観察した結果、すべての樹種の葉表面

に暴露由来のブラックカーボンの沈着が確

認できた。2010 年 8 月におけるブナ、スダジ

イ、カラマツおよびスギの光飽和条件下にお

ける純光合成速度、葉温および光-光合成 

曲線の初期勾配として表される光合成の 

光利用効率にブラックカーボン暴露の有意

な影響は認められなかった。また、2010 年  

8 月におけるブナ、スダジイ、カラマツおよ

びスギの葉の光化学系Ⅱの最大量子収率

(Fv/Fm)およびブナとスジイの葉の分光特性

に対するブラックカーボン暴露の有意な 

影響は認められなかった。2010 年 11 月に  

おけるブナ、スダジイ、カラマツおよび  

スギの個体乾重量にブラックカーボン暴露

の有意な影響は認められなかった。2009 年 

6 月 1 日から 2010 年 11 月 1 日までの樹高の

増加量と根元幹直径の増加量にブラック 

カーボン暴露の有意な影響は認められなか
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った。以上の結果より、2 成長期間にわたる

サブミクロンサイズのブラックカーボン 

暴露は、ブナ、スダジイ、カラマツおよび  

スギの成長や光合成などの生理機能などに

影響を及ぼさないことが明らかになった。 

                

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(理由) 

平成 20〜22 年度においては、当初研究計画

を順調に進めることができた。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 現時点において、研究計画の変更や研究を

遂行する上での問題点などは特にない。平成

23〜24 年度は、当初計画通りに、樹木に対す

る硫酸塩エアロゾルの影響に関する実験的

研究を行う予定である。 
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